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１．問題と目的

近年，小・中・高等学校の在籍者が一貫して減少傾
向であることに反し，特別支援学校の在籍者は増加し
ている。増加の主要因は知的障害特別支援学校の在籍
者増加であり，中でも高等部在籍者の増加が大きな割
合を占めていること，高等部では中・軽度の療育手帳
を有する在籍者の割合が多く，軽度知的障害の生徒に
対して何らかの教育的対応が迫られていることが指摘
されている（国立特別支援教育総合研究所，2010）1）。
越野（2014）2）も，現場では高等部の在籍生徒の「多
様化」と実践上の「新しい」課題に直面していると述
べている。
また，知的障害特別支援学校高等部は生徒指導上の

課題として，「不登校」「不健全な異性との交遊」「精
神症状」を多く挙げていることが明らかになっている
（国立特別支援教育総合研究所，2012）3）。加えて，小
畑・武田（2017）4）の研究から，知的障害特別支援学
校高等部に在籍する軽度知的障害や発達障害のある生
徒の約半数が情緒及び行動上の課題を抱えていること
が分かっている。中でも，内的な怒りや葛藤を極端な
反抗，暴力，家出，放浪，反社会的犯罪行為といった
自己以外の対象に向けて表現する「外在化障害」よ
り，怒りや葛藤を不安，気分の落ち込み，脅迫症状，
対人恐怖，ひきこもりなどの形で自己を対象に向けて

表現する「内在化障害」を示す人数の割合が多かった
ことが分かっている。これらのことから，特別支援学
校高等部において，メンタルヘルスに不調を抱える軽
度知的障害生徒は少なくないと考えられる。
公立の小・中・高等学校には心の専門家として，児

童生徒の臨床心理に関して，高度に専門的な知識・経
験を有する者としてスクールカウンセラー（以下 ）
が配置されており，児童生徒へのアセスメント活動，児
童生徒や保護者へのカウンセリング活動，学校内にお
けるチーム体制の支援など幅広い職務を担っている5）。
東京都教育委員会（2013）6）の調査によると， と連携
ができていると回答した養護教諭は全体の93 1 にのぼ
り，連携内容についても児童生徒・保護者への相談内
容や教職員への専門的な助言等様々であった。このこ
とから，通常の学校において，養護教諭と の連携は
進んでいることが考えられる。
一方で，特別支援学校では，生徒のメンタルヘルス
の課題については，教師や養護教諭，学校医等が対応
していることが多い。下田（2016）7）は，二次障害の
予防として，高等部の軽度知的障害生徒を対象にスト
レスマネジメントとソーシャルスキルトレーニングを
実施した。その結果，ストレスマネジメントやソー
シャルスキルトレーニング等の取り組みが二次障害の
予防に効果があることが明らかになったが，プログラ
ムや支援内容によっては教師のカウンセリングスキル
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が求められることが分かっている。長谷高（2011）8）

は，特別支援学校における養護教諭の相談活動につい
て示しており，特別支援学校では養護教諭が日常的に
対応する健康相談活動に加え，月に 1，2回健康相談
を実施しており，相談内容に即した専門医が定期的に
来校していると述べている。奥出（2011）9）は，全国
の附属特別支援学校と福井県内の特別支援学校計52
校に健康相談の実施状況を調査した。20校の学校が
学校医による健康相談を行っていることが明らかにな
り，うち17校は精神科が専門の学校医が相談を行っ
ていることが分かっている。しかし， を配置して
いる特別支援学校は少なく，増加している軽度知的障
害生徒への対応に関する研究もまだまだ不十分であ
る。
そこで，本研究では，特別支援学校高等部生徒のメ

ンタルヘルスの不調と，そうした支援ニーズをもつ生
徒・保護者対応の実態，特別支援学校における の
ニーズについて明らかにすることを目的とする。

２．方法

２．１ 調査方法と調査対象
全国の高等部が配置されている知的障害特別支援学

校714校の養護教諭を対象に質問紙調査を行った。返
送があった312校（回収率43 7 ）の養護教諭312名
を分析対象とした。調査期間は2017年 7 月から 8月
までとした。宛先は学校長に依頼し，調査依頼書，質
問紙，返信用封筒を送付した。調査依頼書にて，デー
タは匿名化して使用するため個人情報は保護されるこ
と，調査結果は統計的に一括処理をして校名や特定の
生徒，教師に関する情報は公開しないこと，データ分
析後，質問紙は責任をもって破棄すること，調査結果
は学会等で概略を公開する形で報告することを説明し
た。また，記入して返送した場合に研究参加に同意し
たとみなすことを明記し，回答した質問紙を厳封後に
所定の場所に提出するよう求めた。

２．２ 調査内容
知的障害特別支援学校高等部における心と行動の不

調を抱える生徒の在籍状況，支援ニーズをもつ生徒・
保護者への対応についての実態や の配置・連携に
ついて把握するための質問紙を作成した。質問紙の調
査項目は（1）フェイスシート，（2）心と行動の不調
を抱える生徒の在籍の有無，（3）支援ニーズのある
生徒と保護者に相談・支援を求められる教職員等，
（4） の配置の有無，（5） と連携していること・

連携したいこと等である。
「心と行動の不調を抱える生徒」を「精神的な不調
や行動面の問題があり，何らかの支援が必要と思われ
る生徒」と定義した。また，軽度知的障害の生徒につ
いて限定して回答をもとめ，「軽度知的障害」を「概
ね 50以上，または身の回りの生活面では自立して
いる程度」と定義した。

２．２．１ フェイスシート
対象者の教員年数，現在の学校での在籍年数につい
て記述で回答を求めた。

２．２．２  心と行動の不調を抱える生徒の在籍の有無
心と行動の不調（自傷，暴力・暴言，依存症，妄

想・妄言，抑うつ症状，情緒不安定，心気的訴え，睡
眠の問題，摂食障害，対人トラブル，いじめ，不登
校・登校しぶり，非行，性の問題，愛着障害）を抱え
る生徒の在籍状況をそれぞれ尋ねた。「自傷」は「病
院にて治療や指針などを受けているほどのもの」，「暴
力・暴言」は「病院にて治療や指針などを受けている
ほどのもの」，「依存症」は「ゲーム機，スマホ・携帯
電話，パソコン，タブレットの使用など」，「抑うつ症
状」は「元気がない・無気力・行動の停止など」，「情
緒不安定」は「激しく怒る・泣く，興奮など」，「心気
的訴え」は「頭痛，腹痛，足のムズムズなど」，「睡眠
の問題」は「眠れない，寝つきが悪いなど」，「摂食障
害」は「拒食，過食，著しい偏食など」，「対人トラブ
ル」は「他者とのけんか・言い争い・ストーカー行為
など」，「いじめ」は「他者への攻撃的な言動，意図的
な嫌がらせなど」，「不登校・登校しぶり」は「教室で
の集団参加の拒否」，「非行」は「盗み，不法侵入，器
物損壊，支払いをせずに乗車・飲食など」，「性の問
題」は「異性・性行為への執着，性に関する悩みな
ど」，「愛着障害」は「虐待・ネグレクト・体罰などの
影響による問題行動」と各項目について説明を補足
し，調査時点（2017年 7 月～ 8月）での在籍状況を
「あり・なし」の 2件法で回答を求めた。

２．２．３  支援ニーズをもつ生徒と保護者に相談・
支援を求められる教職員等

支援ニーズのある生徒とその保護者がどの教職員
（担任教師，学年主任・学部主事，管理職，養護教諭，

他）に相談や支援を求めるか「頻繁に求める（4）
～全く求めない（0）」の 5件法で回答を求めた。
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２．２．４ SCの配置の有無
の配置の有無について，「配置されている・配置

されていない・その他」の 3件法で回答を求めた。

２．２．５ SCと連携していること・連携したいこと
が配置されている学校は実際に と連携をして

いる内容， が配置されていない学校， が配置さ
れた場合，どういった連携をしたいか自由記述で回答
を求めた。

２．３ 分析方法
選択式質問項目の回答については，単純集計とし，

割合を算出した。自由記述式質問項目の回答について
は， 法を用いてカテゴリー分けを行った。

３．結果と考察

３．１ フェイスシート
対象者の平均教員年数は16 7年（ ＝11 3）であっ

た。また，現在の学校での平均在籍年数は4 4年（
＝3 8）であった。

３．２ 心と行動の不調を抱える生徒の在籍の有無
心と行動の不調を抱える生徒の在籍の有無について

尋ねた結果を表 1に示す。

ほとんどの項目において，該当する生徒が在籍して
いると回答した養護教諭が 4割を超えており，様々な
不調を抱えた生徒が高等部に在籍していることが明ら
かになった。小畑・武田（2017）4）は，高等部に在籍
する軽度知的障害や発達障害の生徒は反抗・暴力と
いった外在化障害よりも，ひきこもり，不安といった
内在化障害をしめす割合が多いと指摘している。本調
査においても，「情緒不安定」「不登校・登校しぶり」
「心気的訴え」の在籍ありの割合が高く，「非行」「い
じめ」の割合が低いことから，軽度知的障害の生徒は
内在化障害を抱えることが多いことが示唆された。

３．３  支援ニーズをもつ生徒と保護者に相談・支援
を求められる教職員等

支援ニーズをもつ生徒に相談・支援を求められる教
職員等（ ＝100）の回答の平均値は「担任教師」が
3 6（ ＝0 73），「保護者」が2 9（ ＝1 09），「養
護教諭」が2 9（ ＝0 77），「担任以外の教諭」が2 7
（ ＝1 00），「学年主任・学部主事」が2 2（ ＝
1 09），「スクールカウンセラー」が2 1（ ＝1 16），
「特別支援コーディネーター」が1 5（ ＝1 15），「管
理職」が1 3（ ＝0 98）であった。支援ニーズをも
つ保護者に相談や支援を求められる教職員等（ ＝
69）の回答の平均値は「担任教師」が3 4（ ＝
0 86），「学年主任・学部主事」が2 1（ ＝1 12），
「スクールカウンセラー」が1 8（ ＝1 16），「担任
以外の教諭」が1 8（ ＝1 02），「養護教諭」が1 8
（ ＝0 89），「特別支援コーディネーター」が1 6
（ ＝1 22），「校長・副校長・教頭」が1 6（ ＝
1 06），「巡回相談員」が0 8（ ＝0 84）であった。
支援ニーズのある生徒や保護者に相談・支援を求め
られる教職員は担任教師が最も多く，生徒の相談・支
援先は次いで養護教諭が多い。特別支援学校では生徒
や保護者の心理的サポートの多くを担任教師や養護教
諭が担っており，教師の負担が大きいことが考えられ
る。

３．４ SCの配置の有無
の配置の有無（ ＝312）を尋ねたところ，「配

置されている」が102校（32 7 ），「配置されていな
い」が195校（62 5 ），「その他」が15校（4 8 ）で
あった。
学校保健統計調査（2017）によると，全国の公立高

等学校の85 8 に が配置されており，通常の高等学
校と比べると特別支援学校の の配置率は低いこと
が明らかになった。長谷高（2011）8）や奥出（2011）9）

表１ 心と行動の不調を抱える生徒の在籍の有無（n=312）
在籍あり 在籍なし 無回答

情緒不安定 249
（79 80 ）

57
（18 30 ）

6
（1 90 ）

不登校・登校しぶり 228
（73 10 ）

74
（23 70 ）

10
（3 20 ）

心気的訴え 223
（71 50 ）

78
（25 00 ）

11
（3 50 ）

性の問題 208
（66 70 ）

95
（30 40 ）

9
（2 90 ）

睡眠の問題 200
（64 10 ）

99
（31 70 ）

13
（4 20 ）

対人トラブル 194
（62 20 ）

103
（33 00 ）

15
（4 80 ）

愛着障害 180
（57 70 ）

123
（39 40 ）

9
（2 90 ）

抑うつ症状 165
（52 90 ）

132
（42 30 ）

15
（4 80 ）

暴力・暴言 161
（51 60 ）

141
（45 20 ）

10
（3 20 ）

自傷行為 133
（42 60 ）

169
（54 20 ）

10
（3 20 ）

依存症 126
（40 40 ）

174
（55 80 ）

12
（3 80 ）

妄想・妄言 125
（40 10 ）

171
（54 80 ）

16
（5 10 ）

摂食障害 111
（35 60 ）

189
（60 60 ）

12
（3 80 ）

非行 89
（28 50 ）

209
（67 00 ）

14
（4 50 ）

いじめ 88
（28 20 ）

206
（66 00 ）

18
（5 80 ）
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から，特別支援学校では学校医による健康相談が行わ
れており，精神科が専門の医師が定期的に来校してい
ることが明らかになっているため，通常の学校におけ
る の役割を特別支援学校では医師が担っているこ
とも考えられる。

３．５ SCと連携していること・連携したいこと
と連携をしている内容について 法でカテゴ

リー分けをした結果を表 2， と連携したい内容につ
いて 法でカテゴリー分けをした結果を表 3に表す。

の配置がある学校では，情報共有に関する記述
が最も多かった。しかし，次いで他の部署と連携して

いる，養護教諭との接点がないといった連携をしてい
ないといった記述も多く，3割を超えていた。一方で，
の配置がない学校では，対応についてのアドバイ

スや情報共有， の専門性を活かした対応等 に期
待をする記述が目立つ。 の配置がない学校の期待
と実際に が配置されている学校の現実のギャップ
が大きいことが明らかになった。

４．まとめ

特別支援学校高等部ではメンタルヘルスに不調を抱
える軽度知的障害の生徒が在籍しており，養護教諭は
様々な不調を抱える生徒の対応に追われていることが
考えられる。また，担任教師も生徒や保護者の相談や
支援に多く関わっていることが明らかになった。特別
支援学校における の配置率は通常の学校に比べて
低かったが，生徒のメンタルヘルスの実態や，教師の
対応の負担を考慮すると，特別支援学校も の配置
を進めるべきであろう。宮田・上村（2008）10）は，特
別支援学校高等部に在籍するアスペルガー障害生には
傾聴，共感による一般的な相談活動を展開していくこ
とが難しいことに注目し，継続的な相談活動の実施に
よってアスペルガー障害の特性に合わせた相談方法を
検討した結果，感情ではなく，興味ある行動レベルに
焦点を当てることが共同注意行動をとる頻度を増加さ
せ，気持ちの共有につながったこと，話題を共有する
際に視覚的な手掛かりが有効であったことなど特性を
考慮した相談活動を行うことが重要であることが示唆
された。本研究からも，特別支援学校の養護教諭は
に障害に関する専門性を期待していることが分

かっている。どのような専門性をもつ を配置する
のか， にどういった役割を担ってもらうか等を踏
まえて，特別支援学校の の配置を進めていく必要
があるだろう。
本研究の課題として，回収率が43 8 と低かったこ

と，回答者が養護教諭であるため， についての回
答に関しては養護教諭が知っている範囲での回答であ
ることが考えられる。今後は管理職等に学校教育相談
体制の実際について調査をすることが必要であろう。
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表２ SCと連携している内容（n=81）

カテゴリー サブカテゴリー

情報共有
41件（50 6 ）

生徒に関する情報の共有 16件（19 8 ）
全般的な情報共有 14件（17 3 ）

相談での内容・生徒の様子の共有 9件（111 ）
学校での対応・考えの共有 2件（2 5 ）

連携なし
29件（35 8 ）

他部署との連携 20件（24 7 ）
養護教諭と接点なし 4件（4 9 ）
対象生徒なし 3件（3 7 ）
今後連携予定 2件（2 5 ）

アドバイス
18件（22 2 ）

対応についてのアドバイス 12件（14 5 ）
専門的な見立て・コンサルテーション 6件（7 4 ）

校内の支援体制の確立・充実
13件（16 0 ）

ケース会議の実施 8件（9 9 ）
教職員との面談 2件（2 5 ）
研修の計画 2件（2 5 ）
通信の発行 1件（1 2 ）

連絡・調整
5件（6 2 ） 日程の連絡・調整 5件（6 2 ）

専門性を活かした対応
4件（4 9 ）

カウンセリング 3件（3 7 ）
心理的支援 1件（1 2 ）

関係機関との連携
2件（2 5 ）

医療機関との連携 1件（1 2 ）
外部機関との連携 1件（1 2 ）

表３ SCと連携したい内容（n＝166）

カテゴリー サブカテゴリー

アドバイス
87件（52 4 ）

対応についてのアドバイス 68件（41 0 ）
専門的な見立て・コンサルテーション 19件（114 ）

情報共有
59件（35 5 ）

全般的な情報共有 46件（27 7 ）
生徒に関する情報の共有 13件（7 8 ）

専門性を活かした対応
51件（30 7 ）

カウンセリング 37件（22 3 ）
心理的支援 8件（4 8 ）

障害に関する専門性 6件（3 6 ）

校内の支援体制の確立・充実
48件（28 9 ）

支援方法の検討 14件（8 4 ）
支援の共通理解 12件（7 2 ）

支援体制・環境の整備 12件（7 2 ）
家庭への支援 4件（2 4 ）
ケース会議の実施 4件（2 4 ）
研修の計画 2件（1 2 ）

関係機関との連携
17件（10 2 ）

医療機関との連携 14件（8 4 ）
外部機関との連携 3件（1 8 ）

連絡・調整
4件（2 4 ） 日程の連絡・調整 4件（2 4 ）

連携に消極的
4件（2 4 ） 連携の必要なし 4件（2 4 ）
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特別支援学校高等部の軽度知的障害生徒における
メンタルヘルスに関する全国調査

――特別支援学校におけるスクールカウンセリングの検討――

仲野 栞＊1・林 安紀子＊2・橋本 創一＊2・小林 正幸＊2・尾高 邦生＊3

李 受眞＊4・杉岡 千宏＊4・渕上 真裕美＊1・三浦 巧也＊5・渡邉 貴裕＊6

教育実践研究支援センター

Abstract

Keywords:

Center for the Research and Support of Education Practice, Tokyo Gakugei University, 4-1-1 Nukuikita-machi, Koganei-shi, 

Tokyo 184-8501, Japan

要旨: 本研究の目的は，特別支援学校高等部生徒のメンタルヘルスの不調と，支援ニーズをもつ生徒・保護
者対応の実態，特別支援学校におけるスクールカウンセラー（以下 ）の支援ニーズについて明らかにする
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ことである。高等部のある特別支援学校の養護教諭を対象に質問紙調査を行い，生徒のメンタルヘルスの不調
や の配置についての回答を求めた。
その結果，特別支援学校の養護教諭は様々なメンタルヘルスの不調を抱える生徒の対応をしていることが示

唆された。また，生徒や保護者の相談・支援の多くを担任教師が担っていることが明らかになった。特別支援
学校は の配置率が低いが，生徒の実態や教師の負担から，専門性等を考慮した上で の配置を進めていく
べきであろう。

キーワード:軽度知的障害，メンタルヘルス，養護教諭，スクールカウンセラー
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